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東京医科歯科大学の産学連携
特集 2

特集 2

人
々
の
幸
福
に
直
結
す
る

産
学
連
携
活
動
を
推
進

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、
吉
澤
靖
之
学

長
が
第
11
代
学
長
に
就
任
し
て
以
来
、

様
々
な
学
内
体
制
の
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
大
学
の
在
り

方
と
将
来
像
を
構
築
す
る
基
盤
と
な
る
基

本
理
念
を
制
定
し
た
。「
知
と
癒
し
の
匠

を
創
造
し
、
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る
」

と
い
う
理
念
に
は
、
大
学
で
の
研
究
シ
ー

ズ
を
早
期
に
臨
床
応
用
し
、
あ
ら
ゆ
る
疾

患
の
治
療
に
役
立
て
る
と
い
う
考
え
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
研
究
開
発

や
新
規
事
業
創
出
に
よ
る
社
会
還
元
の
早

期
化
に
注
力
し
て
い
る
。
２
０
１
１（
平

成
23
）年
４
月
に
開
設
し
た
研
究
・
産
学

連
携
推
進
機
構
で
は
、
知
的
財
産
の
創
出

か
ら
管
理
・
運
用
す
る
体
制
を
強
化
。

２
０
１
３（
平
成
25
）年
か
ら
開
始
さ
れ
た

研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
で
は
、
リ
サ
ー

チ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
機
構
を
設
置
。

同
機
構
で
は
、
研
究
費
獲
得
や
産
学
連
携

の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
、
研
究
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
人
材
と
し
て
Ｕ
Ｒ
Ａ（
リ
サ
ー

チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）が
配
置
さ

れ
た
。

　

研
究
担
当
理
事
の
森
田
育
男
教
授
は
、

大
学
で
の
産
学
連
携
活
動
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
の
経
緯
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に

語
る
。

　
「
私
が
６
年
前
に
研
究
担
当
理
事
と
な
っ

て
最
初
に
行
っ
た
改
革
が
、
研
究
と
産
学

連
携
を
一
連
の
も
の
と
し
て
扱
う
研
究
・

産
学
連
携
推
進
機
構
の
設
立
で
し
た
。
そ

の
機
構
長
と
し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、

研
究
者
が
安
心
し
て
研
究
を
行
う
た
め
の

環
境
づ
く
り
で
し
た
」

　

研
究
・
産
学
連
携
推
進
機
構
の
中
で
も
、

産
学
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
企
画
や
戦

略
立
案
を
担
う
の
が
産
学
連
携
研
究
セ
ン

タ
ー
だ
。

　

産
学
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
学
内
の

研
究
者
の
産
学
連
携
活
動
を
推
進
す
る
た

め
の
支
援
と
、
そ
れ
に
必
要
な
教
育
と
研

究
に
取
り
組
む
組
織
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー

に
は
２
部
門
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
産
学

連
携
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
門
で
は
、

医
学
研
究
の
創
出
や
民
間
企
業
な
ど
と
の

産
学
連
携
の
た
め
の
関
係
構
築
を
推
進
。

技
術
移
転
部
門
で
は
、
知
的
財
産
な
ど
の

研
究
成
果
の
保
護
や
活
用
ま
で
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
学
系
大
学
産
学
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会（m

edU
-net

）と
も
連
携

し
て
全
国
の
医
学
系
産
学
連
携
支
援
体
制

の
標
準
化
な
ど
を
進
め
て
い
る
。

研
究
者
一
人
ひ
と
り
が
研
究
に

専
念
で
き
る
環
境
を
構
築

　

学
内
の
研
究
者
が
研
究
に
専
念
で
き
る

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
森
田
教
授
は
説
明

す
る
。

　
「
研
究
環
境
の
整
備
に
は
産
学
連
携
研

究
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
飯
田
香
緒
里
教

授
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
注
力
し

た
の
が
研
究
者
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
す
。
具
体
的
に
は
、利
益
相
反
、生
物
多

様
性
条
約
の
整
備
・
遵
守
な
ど
研
究
費
の

透
明
性
の
確
保
、
社
会
へ
の
説
明
責
任
か

ら
、
民
間
企
業
と
の
共
同
研
究
契
約
、
マ

テ
リ
ア
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ア
グ
リ
ー
メ

ン
ト（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）な
ど
研
究
者
が
不
利
益
を

被
ら
な
い
た
め
の
整
備
も
含
ま
れ
ま
す
」

　

現
在
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
年

間
約
６
０
０
〜
７
０
０
件
前
後
の
産
学
連

携
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
そ
の
約
半
数
を

占
め
る
の
が
、
研
究
活
動
の
過
程
で
創
出

さ
れ
た
実
験
動
物
、抗
体
、細
胞
株
と
い
っ

た
マ
テ
リ
ア
ル
の
移
転（
提
供
・
受
領
）時

に
締
結
さ
れ
る
Ｍ
Ｔ
Ａ
だ
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
は
、
医
療
・
バ
イ
オ
系
研
究
者

間
で
は
頻
繁
に
締
結
さ
れ
研
究
に
一
番
近

い
契
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
契
約
の
遅
延

は
研
究
の
停
滞
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
で
膨
大
な
Ｍ
Ｔ
Ａ
を
適
切
に
処
理
す
る

た
め
、
日
本
国
内
の
大
学
で
最
初
に
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
に
よ
る
Ｍ
Ｔ
Ａ
締
結
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
な
ど
、
常
に
効
率
的
な
手
法

を
追
求
し
て
い
る
。
他
方
、
企
業
へ
の
マ

テ
リ
ア
ル
の
移
転
は
、
特
許
ラ
イ
セ
ン
ス

と
並
ぶ
技
術
移
転
と
し
て
有
償
契
約
と

し
、
全
国
の
大
学
の
中
で
も
高
い
実
績
を

持
続
し
て
い
る
。　

　

こ
こ
数
年
で
知
的
財
産
件
数
も
徐
々
に

増
加
傾
向
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
。２
０
１
４

（
平
成
26
）年
11
月
の
文
部
科
学
省
の
資
料

で
は
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
特
許
権
実

施
等
収
入
は
、
医
療
系
大
学
で
第
１
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
２
０
１
５（
平
成

27
）年
度
は
さ
ら
な
る
増
収
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

民
間
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

多
彩
な
産
学
連
携
体
制

　

一
方
、
産
業
界
か
ら
の
多
様
な
要
請
に

応
え
る
べ
く
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
な
産

学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
て

い
る
。

　

民
間
企
業
と
大
学
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え

て
適
切
な
産
学
連
携
を
検
索
す
る
た
め
の

「
産
学
連
携
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
制
度
」、
企

業
の
要
望
に
応
じ
て
大
学
の
研
究
者
が
研

究
指
導
を
行
う「
学
術
指
導
契
約
」制
度
な

ど
が
そ
う
だ
。　

　

中
で
も
特
徴
的
な
制
度
が「
ジ
ョ
イ
ン

ト
リ
サ
ー
チ
講
座
」だ
。
こ
の
講
座
は
、

民
間
企
業
な
ど
の
共
同
研
究
と
し
て
講
座

（
研
究
部
門
）を
学
内
に
設
置
し
、
特
定
の

研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
各
種
リ
ソ
ー
ス
を

共
有
化
す
る
。
一
定
期
間
継
続
的
に
研
究

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
研
究
の
高
度
化
と

早
期
の
実
用
化
を
目
指
す
。

　

さ
ら
な
る
産
学
連
携
の
発
展
の
た
め
、産

学
連
携
に
係
る
契
約
・
法
令
の
遵
守
お
よ

び
利
益
相
反
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。そ
の
一
環
で「
産
学

連
携
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
導
入
し
た
。

　
「
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー

の
設
立
な
ど
を
通
じ
て
、
リ
サ
ー
チ
・
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
機
構
に
よ
る
さ
ら
な
る

研
究
サ
ポ
ー
ト
も
進
め
て
い
ま
す
。
本
学

の
質
の
高
い
シ
ー
ズ
の
迅
速
な
事
業
化
、

製
品
化
を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
教
職
員

一
致
団
結
し
て
努
力
し
ま
す
。
民
官
の
関

係
者
の
方
々
に
も
今
ま
で
以
上
に
サ
ポ
ー

ト
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
で
は
、
挑
戦
的
な

産
学
連
携
活
動
や
技
術
移
転
活
動
の
創
出

支
援
に
取
り
組
む
こ
と
と
、
透
明
性
・
健

全
性
の
高
い
産
学
連
携
活
動
を
維
持
す
る

こ
と
で
、
将
来
に
向
け
て
一
層
支
援
体
制

を
強
化
し
て
い
く
計
画
だ
。

森田育男
理事・副学長

（研究・国際展開担当）

産学連携研究センターは、教職員が研究・臨床・教育活動を推進するための産学連携活動
支援、貴重な研究成果（知的財産）の保護と産業・社会の発展のため活用などをミッション
としている。

産学連携研究センター
（産学連携支援活動の企画・運営／教育と研究）

産学連携・イノベーション推進部門
（コーディネート・契約/法務）

産学連携リスクマネジメント室

利益相反マネジメント委員会

技術移転部門
（知的財産保護・活用の推進）

発明評価会議

技術移転件数実績と収入実績の推移。ライセンス・権利譲渡収入、有償MTA収入は年々増加傾向にある。

55,219,20223,249,44522,771,39913,052,95720,046,751

19,493,32410,709,70816,679,2403,144,2686,073,043

35,725,87812,539,737 6,092,159 9,908,689 13,973,708

44665

平成21年度

平成21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 平成 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

22年度

総収入

件数
ライセンス・権利譲渡（件）
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19161847
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東京医科歯科大学は、新たに基本理念を制定した。「 知と癒しの
匠を創造し、人々の幸福に貢献する」という理念の下、医療分野
の研究シーズを迅速に社会に還元すべく、体制の強化や環境の整
備を進めている。加速する産学連携活動の近況をリポートする。

人 の々幸福に貢献する

東京医科歯科大学の
産学連携
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医
師
の
内
視
鏡
手
術
を
支
援
す
る
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
・
製
造
を
行

う
の
が「
リ
バ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
」だ
。
生
体
材

料
工
学
研
究
所
の
川
嶋
健
嗣
教
授
が
文
部
科

学
省
大
学
発
新
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）の
支
援
で
設
立
し
た
。
術
者
の
頭

部
に
装
着
し
た
セ
ン
サ
ー
内
蔵
の
ヘ
ッ
ド

セ
ッ
ト
の
動
き
で
内
視
鏡
を
操
作
で
き
る
内

視
鏡
ホ
ル
ダ
ー「
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｏ
」と
、
鉗
子
お

よ
び
そ
れ
を
保
持
す
る
小
型
手
術
支
援
シ
ス

テ
ム
で
、
空
気
圧
駆
動
に
よ
る
手
術
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｏ
は
市
販
の
ほ
と
ん
ど
の
種
類
の
内
視
鏡

に
対
応
で
き
、
３
Ｄ
ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
・
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
３
Ｄ
映
像
も

利
用
で
き
る
。
現
在
は
腎
泌
尿
器
外
科
学
や

肝
胆
膵
・
総
合
外
科
学
、
低
侵
襲
医
学
研
究

セ
ン
タ
ー
の
医
師
な
ど
に
協
力
を
得
て
、
実

験
動
物
に
よ
る
実
験
と
評
価
・
改
良
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
。
医
師
不
足
に
対
応
す
べ
く
、

遠
隔
治
療
へ
の
応
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

国産の手術支援ロボットで遠隔治療を実現 ◎ リバーフィールド

頭部センサー連動で空気圧駆動による
内視鏡ホルダー「EMARO」。

「
健
康
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
」は
、
血
液

の
リ
ン
パ
球
を
用
い
、
定
量
的
に
免

疫
力
を
判
定
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
そ

の
判
定
結
果
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
。
廣
川
勝
昱
名
誉
教
授

の
研
究
成
果
に
基
づ
き
２
０
０
６
年
に
設
立
。

免
疫
力
測
定
評
価
で
は
10
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を

採
血
し
、
免
疫
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
、
Ｔ

細
胞
と
そ
の
亜
集
団
6
種
類
、
Ｂ
細
胞
、
Ｎ

Ｋ
細
胞
な
ど
の
数
、
Ｔ
細
胞
増
殖
能
や
サ
イ

ト
カ
イ
ン
産
生
量
な
ど
を
測
定
。
こ
れ
ら
の

測
定
値
を
健
常
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
比
較
し

て
、
3
段
階
に
ス
コ
ア
化
し
、
ス
コ
ア
の
総

和
を
免
疫
力
ス
コ
ア
と
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に

５
段
階
に
分
け
、
免
疫
力
グ
レ
ー
ド
と
す
る
。

加
え
て
、免
疫
力
年
齢
を
免
疫
パ
ラ
メ
ー
タ
ー

か
ら
算
定
し
、
免
疫
力
が
安
全
圏
に
あ
る
か

否
か
を
評
価
す
る
。
現
在
70
以
上
の
提
携
医

療
機
関
で
受
け
付
け
て
い
る
。

処方に役立つ免疫力判定キットの研究開発 ◎ 健康ライフサイエンス

免疫力測定評価例。

東京医科歯科大学の産学連携
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人
工
心
臓
の
研
究
開
発
か
ら
早
期
の
実

用
化
を
目
指
す
、
東
京
医
科
歯
科
大

学
発
第
１
号
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業「
メ
ド
テ
ッ
ク

ハ
ー
ト
」。
高
谷
節
雄
名
誉
教
授
に
よ
る
デ
ィ

ス
ポ（
使
い
捨
て
）式
、
磁
気
浮
上
遠
心
血
液

ポ
ン
プ
の
研
究
開
発
を
も
と
に
２
０
１
１
年

に
設
立
さ
れ
た
。
磁
気
浮
上
血
液
ポ
ン
プ
の

実
用
化
に
向
け
た
開
発
に
加
え
て
、
人
工
肺

と
組
み
合
わ
せ
て
持
ち
運
び
可
能
な
高
機
能

心
肺
補
助
装
置
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
持

ち
運
び
可
能
な
心
肺
補
助
装
置
は
、
人
工
心

臓
の
み
よ
り
広
く
利
用
が
見
込
め
、
救
急
車

等
に
搭
載
し
、
遠
隔
地
へ
の
搬
送
な
ど
を
想

定
し
て
小
型
化
し
た
。
従
来
の
心
肺
補
助
装

置
と
比
較
し
て
、
磁
気
浮
上
の
技
術
を
土
台

に
高
機
能
化
を
図
っ
て
お
り
、
安
全
な
中
長

期
心
肺
補
助
が
提
供
で
き
る
と
い
う
。
現
在

は
、欧
州
で
の
薬
事
承
認
に
あ
た
る
Ｃ
Ｅ
マ
ー

ク
の
取
得
を
目
指
し
、
デ
ー
タ
収
集
な
ど
に

あ
と
１
年
間
程
度
要
す
る
見
込
み
だ
と
い
う
。

大
日
本
印
刷（
Ｄ
Ｎ
Ｐ
）の
寄
附
講
座「
ナ

ノ
メ
デ
ィ
ス
ン
講
座
」を
き
っ
か
け
に
、

森
田
育
男
教
授（
研
究
担
当
理
事
）と
の
血
管

再
生
技
術
な
ど
様
々
な
共
同
研
究
が
進
ん
で

い
る
。
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
原
理
を
応
用
し

て
、
直
径
10
〜
20
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度

の
移
植
可
能
な
細
静
脈
を
作
製
す
る
こ
と
に

成
功
。
現
在
は
、
こ
れ
を
褥
瘡
の
治
療
へ
の

応
用
を
検
討
し
て
い
る
ほ
か
、
将
来
的
に
は

心
臓
の
血
管
に
応
用
で
き
る
可
能
性
も
あ
る

と
い
う
。
こ
の
研
究
成
果
は
２
０
０
８
年
に
、

Ｄ
Ｎ
Ｐ
の
細
胞
を
安
定
的
に
培
養
す
る
基
板

「CytoGraph
T
M

（
サ
イ
ト
グ
ラ
フ
）」に
応
用
さ

れ
た
。
Ｄ
Ｎ
Ｐ
と
の
共
同
研
究
は
寄
附
講
座

以
外
で
も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、「
病
的
近
視
」

に
つ
い
て
、
多
数
の
患
者
の
眼
球
を
３
Ｄ
Ｍ

Ｒ
Ｉ
画
像
解
析
す
る
こ
と
で
、
予
後
の
悪
さ

と
眼
球
の
形
状
に
相
関
な
ど
を
判
別
で
き
る

受
託
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
る
。
さ
ら
に

歯
周
病
分
野
で
は
、
在
宅
で
歯
周
病
の
有
無

が
分
か
る
歯
周
病
判
定
キ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

脱
細
胞
化
生
体
組
織
の
日
本
初
と
な
る

製
品
化
を
目
指
す
の
が
、
２
０
１
４

年
11
月
に
生
体
材
料
工
学
研
究
所
内
に
開
設

さ
れ
た
寄
附
研
究
部
門「
脱
細
胞
化
再
生
医
療

材
料
学
研
究
部
門
」だ
。
同
研
究
所
の
岸
田
晶

夫
教
授
の
研
究
成
果
を
基
に
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
と

と
も
に
共
同
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
脱
細
胞

化
生
体
組
織
は
、
動
物
の
臓
器
や
血
管
な
ど

の
組
織
か
ら
細
胞
成
分
を
除
去
し
た
も
の
で
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
か
ら
な
る
支
持
組
織
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
生
体
移
植
し
て
も
炎
症
性

や
免
疫
原
性
が
ほ
と
ん
ど
無
い
特
性
や
そ
の

治
癒
促
進
効
果
か
ら
、
欧
米
で
は
医
療
用
バ

イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
と
し
て
製
品
化
さ
れ
、
部

位
ご
と
の
売
り
上
げ
で
も
数
百
億
円
規
模
の

大
き
な
市
場
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
日

本
製
は
存
在
せ
ず
、
輸
入
に
よ
る
利
用
も
一

部
に
留
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
日
本
製
品
が

生
ま
れ
な
け
れ
ば
、
日
本
人
の
体
格
に
合
わ

な
い
製
品
を
海
外
か
ら
高
い
価
格
で
購
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
リ
ス
ク
が
あ
る
。
癒
着

防
止
膜
は
３
年
以
内
の
臨
床
研
究
を
目
指
し
、

研
究
を
進
め
て
い
る
。

ディスポ式、磁気浮上人工心臓の実用化を目指す ◎ メドテックハート３Ｄヘッドマウント・ディスプレイを応用した手術支援 ◎ ソニー

ＤＮＰの技術を様 な々医療分野に応用 ◎ 大日本印刷

日本製の生体移植素材を開発 ◎ ＡＤＥＫＡ

NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発機
構）の助成金を用い開発が進められている、ディ
スポ式、磁気浮上遠心血液ポンプ式、高機能
ポータブル心肺補助装置。

3Ｄヘッドマウント・ディスプレイ（3DHMD）技
術の内視鏡手術への応用。

毛細血管のパターン形成とパターン
培養ツール（CytoGraphTM） 。

開発中の脱細胞化生体組織。

癒着防止膜 角膜

東京医科歯科大学は、四大学連合をはじめとした他機関との連携の下、蓄積してきた知見をシーズ
に柔軟な研究活動を展開している。今回は、大学が取り組む産学連携活動に着目して研究成果から
生み出された大学発ベンチャーと、民間企業と連携して行われている研究を紹介する。

大学発ベンチャー事例

大学発ベンチャー事例

大学発ベンチャー事例

産学連携事例

産学連携事例

産学連携事例

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
２
０
１
２
年
か

ら
、
ソ
ニ
ー
と「
ビ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
ド・

メ
デ
ィ
ス
ン
」を
目
指
し
た
包
括
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
３
Ｄ

ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ（
３
Ｄ
Ｈ

Ｍ
Ｄ
）技
術
の
内
視
鏡
手
術
へ
の
応
用
を
木
原

和
徳
教
授（
医
学
部
附
属
病
院
長
）と
と
も
に

成
功
さ
せ
て
い
る
。
３
Ｄ
Ｈ
Ｍ
Ｄ
は
木
原
教

授
が
確
立
し
た
ミ
ニ
マ
ム
創
内
視
鏡
下
手
術

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た「
ロ
ボ
サ
ー
ジ
ャ
ン
・

ガ
ス
レ
ス
・
シ
ン
グ
ル
ポ
ー
ト
手
術（
ロ
ボ

サ
ー
ジ
ャ
ン
手
術
）」に
用
い
て
い
る
医
療
機

器
。
内
視
鏡
で
映
し
た
高
精
細
３
Ｄ
映
像
を
、

全
員
が
頭
部
に
装
着
し
た
ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
・

モ
ニ
タ
ー
で
共
有
し
な
が
ら
手
術
を
行
う
。

３
Ｄ
Ｈ
Ｍ
Ｄ
は
、
元
々
は
ソ
ニ
ー
が
映
像
鑑

賞
を
目
的
に
開
発
し
た
機
器
だ
。
２
０
１
１

年
に
木
原
教
授
が
ロ
ボ
サ
ー
ジ
ャ
ン
手
術
に

応
用
し
て
有
効
性
を
確
認
。
そ
の
後
医
療
用

へ
の
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

免疫力測定評価例

免疫花子　61才
72～75才
17／24
III／V

免疫力年齢
免疫力スコア
免疫力グレード 要観察圏

T細胞数
CD8+ CD28+T細胞数

ナイーブT細胞数
ナイーブ/メモリー

T細胞比

CD4/CD8T細胞比NK細胞数

B細胞数

T細胞増殖系数3
2
1
0

東京医科歯科大学 特許第4608704号・第5030109号
US.Patent No.8,815,524

小口径血管（内径4mm）
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